会　議　録
作成日　令和３年３月23日

	日
	令和３年２月22日(月)
	時間
	15：00～16：00
	場所
	こころの総合ケアセンター
１階　地域交流ホール

	件名
	令和２年度　第１回糸魚川市障害者差別解消支援地域協議会

	
	【欠席者】
　３人


会議要旨

	　別紙次第により、第１回の障害者差別解消支援地域協議会を開催した。
１．開会（進行：事務局）
　　委員は今年度からの任期となっているため、会長、副会長を選任したい。
　　→会長：山口委員、副会長：牛木委員　となる。

２．報告・協議内容
（１）差別通報の状況について
（事務局）令和２年度の通報は「なし」
　　　　差別ではないが、いろいろな相談ごとは寄せられる。それらは個々に対応を行っている。
今年度の新規事業について報告する。理解促進事業補助金制度を実施した。市内の民間企業等が障害者に対する合理的配慮を行うために利用していただく補助金。駐車場の整備や簡易スロープの購入、透明マスクや筆談ボードの購入に利用いただいた。来年度以降も周知を進めていきたい。
（２）今年度の取組について
（事務局）ささえあいプラン策定のために市民アンケートを行った。（別紙のとおり）その中で様々な意見もいただいた。
（委員）アンケートやインタビューからいろいろな意見があがってくるのは素晴らしいこと。その中で、災害対応については命に係わることでもあり気になった。解決策をどうしていくといいのか、協議会として、市としてどう動くといいかなどの検討がこの協議会に求められていること。一般にも周知しながら取り組んでいけると良いと思う。
（委員）青空工房へ週に半日ほどボランティアに行っている。
　　　　アンケートでも地域の人への理解が進まないとあるが、いちょうの家と青空工房の建物内の部屋で、地域の高齢者がサロンを開催している。このサロンに来る方と施設の利用者が触れ合える機会もできてくると良いと思う。行政から、施設から、ボランティアから、いろいろな形で働きかけがあると良いと思う。
（委員）施設の改修などでは、段差解消や身障者用の駐車場を設置してくれるなど配慮がされてきている。
（委員）自分が免許を返納したら、移動がとても不便になった。乗り物に乗るには時間の心配ばかりしている。時間や運行ルートについても高齢者や障害者、家族の意見も取り入れてもらいたい。
（委員）災害の時、避難所に行った時に障害のある子どもたちの発言がわがままに聞こえたりすることを心配しながらいるのも大変なので、障害のある人も安心していられる場所があるといい。
　　　　コロナでも、親がかかってしまった時に、子どもとどういう対応をしたら良いのか指針を出してもらえると安心できる。
（委員）以前、息子はなかなか外へ出ない子だったが、ある時出かけて行って、どこへ行ったかわからなくなってしまったことがあった。しかし、それからは地域の皆さんから息子のことを知ってもらって、気にかけてもらうようになった。昔は、正直隠したい気持ちもあったが、それからは周りの人に知ってもらうことも大切だと感じた。差別解消にはそういうことも必要だと感じている。
（委員）障害者雇用している職員も通勤のバス時間が変わることで、出退勤時間に変更が必要となり、契約を変更するなどの配慮をして対応している。

（委員）施設の清掃などで障害者雇用している。バスが利用できる人で、利用する人もいるができない人は送迎している。仕事内容についても、障害の特性に合った仕事、環境に配慮して行っている。
（委員）コロナの対応については、県の医療機関調整本部と相談していく。県としても、親も子も安心して治療等ができるよう検討してく。
（委員）ハローワークでも、コロナの関係で昨年末頃から身体障害者の方を雇用している。市も障害者雇用に取り組んでいる。一般の企業で障害者雇用の求人は少ない。

（委員）市の地域交通の協議会にも参加しているが、以前はなかった障害者団体や高齢者団体からも、今は委員として参画してもらい意見をうかがっている。
（委員）学校では、一般就労の際には、自宅から公共交通機関を使って通えるところでお仕事をということで話をしている。実際に卒業生の中には、バスの乗り継ぎが上手くできず、少し時間はかかるが歩いて通勤している子もいる。学校では公共交通機関に乗っていけるよう今後も指導していく。
（委員）グループホームなどもできて、普段は地域で生活できている障害者でも、災害があった時などはパニックをおこしたりすることも考えられ、そういうこともかんがえなければならないんだなと感じた。
（委員）アンケートの結果について、地域別、年代別、性別などに対してクロス集計してみると、地域や年代などに対しての支援についても見えてくるのではと思う。せっかくとったアンケートなので、活用されれば良いと考える。
（委員）アンケートも拝見して、警察としてもどんなことができるかを考えていかなければならないと感じた。警察では、警察相談、虐待の相談についても関係している。
（委員）報告件数は０件となっているが、０だから良いかということも考えなければならない。
　　　　アンケートの回答にも、一方では理解が進んだ、もう一方ではまだ周知が不足しているなどの相反する回答もあった。ささえあいプランでは、周知を進めていくことも挙げられている。皆さんからもご協力いただきながら、進めていかなければならないので、よろしくお願いします。
（委員）相談員の立場で関わらせてもらうことが多いが、障害者自身が権利主体であるという意識が弱いと感じる。一般就労している方でも、自分が苦手なことに対する合理的配慮を申し出にくい、言ってしまうと仕事をやめなければならなくなるのではと心配して、言い出しにくいということも感じる。
　　　　周りの方々の意識も変わっていかなければならないのかなということも感じている。
（委員）この会で、皆さんからの意見をお聞きするのは良いことであるが、この会で意見をまとめるだけでは意味がなく、本当に取組を進めていくのであれば、実行チームを作るなどして、周りに対する行動をおこしていく、動いていくことが必要。
　　　　合理的配慮も、障害者が「こうして欲しい」ということを発して、それに取り組むとされているので、そういう意見を拾う必要がある。次年度以降、私もお手伝いするので、実際の行動に移せたらと思う。

（事務局）アンケートで、市民の方、障害者の方から意見を聞くことができて、良かった。チームで動くことの意見もいただき、障害福祉のみえる化に取り組んでいくことを検討していきたい。
３．その他
（委員）３月１２日（金）に行う「こころのバリアフリートーク」について周知。
以上


